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第18表 児童福祉法による児童福祉施設

本皮は喧和33年3月末日現在で「厚生省報告例」にもとづいて作成されたものである○
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（召∋肇大府＝民生部鬼塵紙び及び大而民生生辰児童課0

第17喪 児童福祉施設収容実人員数

本茎は「厚生省報告例」にもとづいて作成された、各年度における1カ月平
均の数字である。但し、昭和31年度は昭和32年3月末日現在のものである。

（荘）　資料　犬盟元府＝民生部風宝課及び‾大阪両民望三席鬼熟

第18表　　　結　婚　斡　旋　状　況
本表は「厚生省報告例」にもとづいて作成されたものである。

女



479　　傷　　　生

第23幸　　衛

（1）医　　療　　施　　設

生

ん病院数

医療法施行規則に基すき提出された報告によると医療法制定の昭和23年以後病院数は年々増加傾向にあって、昭和

32年末における病院数は311で、その内訳を経営主体別にみると医療法人をふくむ法人立が118（刀．9％）、個人はu5

（36．9％）、官公立田（20．2％）、会社所属15（屯8％）の割合となっている。また病院の種類別でみると、その他の

病院は267で総数311の（85．8％）を占め第一位にあり、次で結核病院の23（73．9％）、伝染病院7（22・5％）、精神病

院14（450％）の贋となる。次ぎに経営主体別の増減状況を昭和茶年末現在と比較すると、官公立では21施設（刀・0

％）、法人立では65施設（18．1％）の増加となって与り、一般診療所、歯科診療所はそれぞれ716施設（54・3％）、詔4

施設（55．7％）の増加となっている。

B．病床数

昭和32年末における病院の総病床数は遷135床であるが、この病床数を種類別でみると精神病床3703床（9・7％）

結核病院（療養所）75述床（19．7％）、伝染病鉱3床（17％）、その他の病院（一般病院）、26243床（阻8％）の

割合となゥている。また病床数の増減状況を昭和26年と比較すると、捻病床数では17Ⅹ方床（紀．‾2％）、精神病1（67

床（10．5％）、枯枝病床は2575床（52．0％）、その他の病床13166床（1∞．7％）の増加となゥているが、伝染病床

は器5（35．5％）の減少となり、伝染病床を除いた各病床は年々著しい増加の慣向を示している。また31年末におけ

る病床数を経営主体別にみると官公立15672床（4LO％）、法人立15町7床（4L7％）、個人立5373床（14．1％）、

会社所属1183床（3．1％）となり、さらに病床の種類別でみると、その他の病床が2臥243床で除数詔．135の（随．8

％）を占め第1位にあり、次いで結核病床75訪（917％）、精神病床3703（9．7％）、伝染病弧妹（1．7％）の頗

となる。

（2）死亡の概況

人々の記憶に生々しい戦争当時は死亡率も異常な上昇を見せ昭和か年には1∝旧人ついて3．3人という高であった

が、戦後における民生の安定と公衆衛生思想の発達と共に急激な低下を示し、22年には14．5人、訪年には9．2人と下

降し、さらに詔年は8．7人という世界長低水準に達するほどになった。死亡者数を年令階級別に見るとやはり印歳以

上が18135人（乱．5％）で最も多く、次いで0－4歳3512人（9．8％）、5－59歳3036人（8．5％）、9－洪歳2199

人（6．2％）、45－49歳1734人（4．9％）、亜一朗歳1242人（3．5％）、刀－24歳1163人（3．3％）、25一刀歳1152

人（3．2％）、訂～封歳1（冶4人（3．0％）、35－39歳936人（2．6％），15－19歳舅7人（1．5％）、10－14歳275人（0．8

％）となっている。また死因別を多いものより列挙すると、中枢神経系の血管損傷5100人（14．3％）、悪性新生物

4744人（13．3％）、精神病の記載のない老衰並びに診断名不適当及び不明の原因4400人（ロ．4％）、その他のすべ

ての疾患2732人（7．7％）、呼吸系の結核2715人（7．6％）、動脈硬化性及び変性性心臓疾患20∝l人（5．9％）、肺炎

書　　　生　　棚

（新生児肺炎を除く）1弧7人（5．4％）、▼‾自殺及び自傷1332人（3．7％う、その他の不慮の事故1187人（33％）、

賢炎及びネフローゼ粥9人（2．7％）等があり、最近は国民病といわれた結核、あるいは新生児の死亡が減少したが．

一方では、いはゆる中風、ガンによる死亡が増加している。なお以上を前年と比較してみると、拇数において6．7％

の増加であるがこれは人口の増加に伴うもので例年通り平行状態を保っているとみてよい。しかしながら、交通量増

加のため、自動車事故が前年に比し刀．0％も増加したのは注目すべきことである。

（3）伝　　　染　　　病

昭和32年の法定伝染病患者発生数は3265名で、前年の4116名に比し851名（刀．7％）の減少となっている。また

死者について見ると昭和32年は154名で前年の273名に比し119名（43．6％）と顕著な減少を示した。患者数の減少の

W‾　大きな原因は赤痢（疫痢を含む）の激減によるものであり、死亡者数の減少の原因は仝伝染病中最も致命率の高い日

本脳炎と疫挿Iの発生数ともに少なかったためである。

以下各疫痢病別の発生状況を見ると赤痢は患者数1570名、死者別名で31の患者2253名、死者157名に対しそれぞ

れ30．4％砿．5％と著しい減少を示■している。しかしながらこの数は全法定伝染病の40％近くを占めており、なお今後

の諸対策が強く要望されている。つぎにジフテリアの発生数は7訂名死者記名で、前年の患者数974名死者43名と比べ

るとこれも著しい減少を示している。本病は昭和28年ごろから全国的に増加の傾向を示し憂慮されていたのが、その後

ジフテリア免疫調査の成横を基盤としてジフテリア予防接種強化を図ったため、昭和31年を最高として漸く減少の傾

向を示し姶めたとも考えられる。日本脳炎め発生数は∽名で前年より液少しているが、最近の発生状況を見るとはと

．＿．＿＿、んど隔年に流行しているので、本年は患者発生数が少ないからといって決して抽阻まならない。特にバンス等の新し＿．‥

い抗生物質の使用にかかわらず依然として盟％以上の高い致命率を示している点に問題があると思われ、今後これの

予防接種普及強化を図るなど万全の対策が望まれる。

その他伝染病中腸チフス、パラチフスは若干の増加を示したので今後の予防対策の強化徹底が望まれる。また発し

んチフス、痘そう、コレラ等検疫伝染病については本年も発生皆無でありたが、これは国内防疫態勢が著しく強化さ

れたことによるものである0

（4）届出伝染病の発生概要・

届出伝染病はインフルエンザ、ましんの激増により患者数103C89名死亡数3629名となり、31年の患者数494鉱名

死亡者品与名よりそれぞれ1艦】％、篤9％の増加を見た。インフルエンザは前年の発生513名に対する亜0鉱名で、死

亡者は前年の3名に対する372名という脅威的な激増である。これは32年5月から前後2回（5月から8月と9月か

らu月）にわたって大流行したインフルエンザの病源体がAアジア57という従来の病源体と異る新種であゥたため予

防ワクチンの大量生産が不可能であったことがまんえんの大きな原因となった。ましんは患者3224名で31年の577名

より著しい増加であるが、一昨ま）年も37（冶名と非常に多く、32年は届出伝染病の当り年となった感があゥた。
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第1蓑　　　理　容　及　　び　　美　　容
本妻は「厚生省報告例」に基づいて作成されたもので各年末現在の数字である。

年
所

年

（召∋　　野田　大阪府＝衛生部医軍書果。

第2表　　　公　　　衆　　　浴　　　場
本麦はr犀生省輔苫例」に基づいて作成されたもので各年末現在の数字である。

年

年

（吉日　資　料大反府衛生斑和義衛生課　大詔反而衛生≡局刑薙衛生課。

第3豪　　ホ　テ　ノY、旅　館、下　宿
本表は「犀生省報告例」首纂づいて作成されたもので各年末現在の数字で計る．

年 下

年

（荘三）　資料　大5反府衛生部課境衛生三課　大反而衛生局葬塁薦衛生呆

第4表　　　牛　乳　搾　取　及　び　■処　理
車表は「早生省報告例」に基づいて作成されたもので各年束現在の数字である。
但し、搾取最及び処理量は各年間のものである。

年

年

（召∋ 紳　大反反　日暫生僻乱

第5衰　　　医　師　及　び　歯　科　医　師
本妻は医師法及び鱒科医師法による届出豪を集計したもので各年兼現在の数字である●

義　　．生　　II2

（芭∋　　資料　大阪紆衛生部托芸詔払

第6表　　　薬　　　　　　剤　　　　　　師
本表は葉柄師法に上る届出黒を集計したもので各年末現在の数字である。

（召∋　資料　大5反貯衛生部医謀誅。

第7表　　薬　　　　　　　　　　　満
車麦は発馬法による届出票を集計したもので各年末現在の数字である．

（百三）　資料　大聖反．貯衛生部医務課。

第8表　　　保　　　　　　健　　　　　　婦．
本表は俣蠍打法による届出幕を集計したもので各年末現存の数字である。

（荘三）　資料　大坂府＝衛生部Ⅰ喜務課。



傭3　　雷　　　生

第9蓑　　　看　護　婦　及　び　看　護　人
本妻は毛震紳法及び名護人法による届出票を集計したもので塁年末現在の数字である。
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（召∋　　襲巧阿　大E反．吋衛生部医帯課。

第10表　　　助 産　　　　　　婦
本葬は助産婦法による届出素を集計したもので各年兼現在の数字である。

（墓王〕　糾　大坂禍＝衛生古口医】繋課。

第12衰　　　栄　養　士　及　び　調　理　士
本表は栄養士法及び調理士法による届出累を集計したもので各年兼現在の数字である。
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第13表　　　病　院　及　び　診　療　所
本葬は医療法施行規則第13集に規定する手続きによっ提出された報告に基づいて作成されたもので昭和32
年にかんする数字である。鯛幣とは医療法第一条に嬢定される医師または歯科医師が公棄または特定多数
人のため医業または曾科医掌をなす場所で点者20人以上の収容施設を有するものをいう■
診療所とは患者20人以下の収容施設を有するものをいう。
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第14表　　　性　病　病　院　診　療　所
本葬は医師法施行規則第13集に規定する手続きによって提出された

報告に基づいて作成されたもので昭和32年末現在の数字である。
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（享主）　鄭閂　大㌘反．唱＝衛生苫隈ヲ翌課。

第15表　　　性　　病　　患　　者　　数
本表の患者数は「伝染病館速技か」によったものであるご伝染病傭逓統計とは伝熱病予防法
及び伝染病届出規則に基づく医師の届出により作成されたもので各年末の数字である。

年 次

年

（荘；）　資料　大阪貯衛生部予旺i課。
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第　24　章

司法及び警察


